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（１）岡山県医師会産業医部会の活動報告

岡山県医師会常任理事　　   内田　耕三郎
・・・

○相澤委員長（司会）　皆さん、こんにちは。それでは、午後のセッションを始めさせて
いただきたいと思います。
　それでは、活動報告に入らせていただきます。司会を務めさせていただきますのは、日
本医師会の産業保健委員会の相澤でございます。よろしくお願いいたします。
　初めに、「岡山県医師会産業医部会の活動報告」につきまして、岡山県医師会の会場か
ら内田常任理事にお願いいたします。それでは、内田常任理事、お願いいたします。
○内田耕三郎・岡山県医師会常任理事　初めまして、岡山県医師会の内田でございます。
どうぞよろしくお願い申し上げます。
　まずは、第１回全国医師会産業医部会連絡協議会の活動報告をさせていただくことに関
しまして感謝申し上げます。よろしくお願い申し上げます。
　簡単に自己紹介を申し上げます。私は岡山市内で内科の無床診療所を開設しております。
日本医師会の研修を受けまして産業医となりました。現在、岡山市内で二つの事業所で産
業医をいたしております。医師会活動といたしましては、平成１８年に岡山市の医師会の
理事になりまして、その後、専務理事、副会長、会長を務めました。その間におきまして
も岡山市内の産業医活動に関わってまいりました。平成２９年に市の医師会を退任いたし
まして、平成３０年からは岡山県医師会の常任理事として産業医活動を担当しております。
本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。
　それでは、まず岡山県の紹介を申し上げます。【資料 4-1】

【活動報告】
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　岡山県は「晴れの国おかやま」と言われております。年間を通じての降水量が少なく、
瀬戸内の温暖な気候に恵まれております。スライドにあります後楽園、白壁のまち倉敷、
瀬戸大橋、水島臨海工業地帯、そして、これからシーズンであります果物、ピオーネ、マ
スカット、桃等の有名なところでございます。人口は岡山県１８８万５０００人、岡山市
は７２万１０００人でございます。岡山市は全国１８番目の政令指定都市でございます。
　次は岡山県医師会のご紹介でございます。【資料 4-2】

　岡山県医師会は会員数３１２３名、平成２８年に現在の岡山駅直結の地に新築・移転い
たしました。３０３人収容できる三木記念ホール２階・３階部分を備えた７階建ての建物
でございます。新幹線のホームまでゆっくり歩いていただいて数分で行けるという地の利
が自慢でございます。
　執行部は松山正春会長、副会長２名、専務理事１名、常任理事４名、理事１０名、監事
２名の構成でございます。常任理事制を取っておりまして、常任理事会を毎週１回水曜日
に開催し、月１回は理事会をその後開催しております。
　岡山県医師会の会員数の推移をご紹介いたします。勤務医会員、Ｂ会員が増加しており
まして、開業医会員、Ａ会員は減少しております。最近では研修医、Ｃ会員が増えてきて
おります。全体の数としては、ここ何年かは横ばいの状態でございます。【資料 4-3】
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　産業医活動の組織図はご覧のとおりでございます。
　岡山県医師会の産業医部会の歴史は古く、４８年前の昭和４７年７月２２日に委員１４
名で発足し、現在まで継続されております。岡山県内の左下に示しております郡市等の医
師会がその一翼を担っております。【資料 4-4】
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　次は、岡山県内の産業医の数を示しております。【資料 4-5】

　昨年８月現在で１０６３名、男性８４９名、女性２１４名。うち、「活動している」「し
ていない」がほぼ半数、これは先ほどの松本先生のご発表、全国とほぼ一致していると思
います。年齢構成でも同じようなことでございまして、５０代から６０歳代が多くなって
おります。
　次は岡山県内の産業医数の年次推移を示しております。【資料 4-6】

　新規の申請者数の推移でございますが、全国のグラフと県内のグラフがほぼ相関して動
いているような傾向でございます。
　これは岡山県内の産業医数の岡山県で更新申請を行った先生方の数でございますが、最
近ではご覧のような数でございまして、一定の傾向でございます。【資料 4-7】
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　次は産業医研修会の基礎研修と生涯研修を年次別にお示ししたものであります。【資料
4-8】

　平成２７年から令和元年までの実績値を書いておりますが、最近では数が一定して増え
てきております。生涯研修も基礎研修もご覧のような形です。資料の右側に映っておりま
すのが最初にご説明いたしました三木記念ホールでございまして、２階・３階部分を階段
状に造って３０３座席ございます。座席の間隔を広く取ってありまして、木製のテーブル
が前から引き出せるようになっております。足元にはパソコン等の電源を備えておりまし
て、大変快適な環境で研修を受けていただけるようなホールを備えております。
　次の資料は産業医の研修会についてのご報告でございます。【資料 4-9】
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　２０１７年度から岡山大学の疫学・衛生学分野の高尾総司先生と県医師会との共同で、
産業医の基礎研修会を開催いたしております。資料左上にありますように初回は６２名か
ら始まりまして、次は１２０名。それから、今年の２０２０年はちょっとコロナの関係も
あって、まだ日程は決まっておりませんが、これまでほぼ満席の状態でやっております。
連休を利用いたしまして前半３日間、後半３日間の集中的な講義を行っております。
　これは高尾先生の方でしていただいているアフターフォローと、受講状況でございます。

【資料 4-10】
　受講者の間でメーリングリストを作成いたしまして、随時質問に対応するということで
ございます。新しく産業医になられる先生方にはいろいろな疑問が多いはずで、このメー
リングリストを利用いたしまして、高尾先生が大変素早く対応してくださっております。
そのため、リピート受講者も多いということでございます。受講してくださるときの工夫
というのが下に書いてありますが、臨床の先生であれば担当の患者様のさまざまな状況の
中で、研修会を欠席にならないように、いろいろと配慮してからご参加いただきたいとい
うことを事前にアナウンスしていただいておりますので、ほとんどの受講者の方に遅刻や
離席がないという、大変良い形でできております。
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　次の資料は平成３０年度の県医師会主催の更新、実地、専門分野の研修会実績を示した
ものでございます。年間十数回のものが開催されております。【資料 4-11】

　次は令和元年、昨年度の研修実績でございます。【資料 4-12】
　同じような回数ができておりまして、ほぼ満席に近い形で参加者の方がおいでいただい
ています。最初にお話ししましたように、岡山県医師会館の地の利、利便性もございます。
駅から直結という便利がいいところに建っておりますので、近隣の例えば香川県、兵庫県、
広島県辺りの先生方もご参加いただいている、大変いい研修会をさせていただいており
ます。
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　次の資料は、産業医の実地研修会の風景を示したものでございます。【資料 4-13】
　例えば平成２７年度には関東電化工業という、これは水島工業地帯にある会社にお邪魔
しました。平成２８年は左の上の写真、ＤＯＷＡエレクトロニクス、発電所です。それか
ら、２９年度はＪＦＥケミカル、こちらへ行きました。

　萩原工業さんというのは水島にある会社ですが、ブルーシートを作ったことが有名で、
ちょっと前のＮＨＫのテレビ番組で取り上げられておりました、ブルーシート発祥の会社
でございます。平成３０年には三菱ガス化学さん、ＪＸＴＧエネルギー、これは石油の関
係でございますが、そこに行っております。昨年は坂本産業さん、ここは鶏卵を扱う会社
です。そこと、ナイカイ塩業、塩田を以前やっていたところが近代的な設備に変えて塩を
作っているという会社で、日本国内の大手メーカーの半分以上に、このナイカイ塩業の塩
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が納められているそうでございます。中央下の写真は労働衛生コンサルタントの方が測定
機器を用いて実習を行っているところです。その右側は職場巡視の風景を写したものでご
ざいます。
　次は岡山県の事業場の現況を示したものであります。【資料 4-14】

　事業場の総数７万９４３１、労働者数が８２万６５６人、その事業場の９６．９％が
５０人未満でございます。さらに詳細に見てみますと、１人から９人が約７７％、１０人
から４９人が約２０％でございます。産業医の選任状況を見てみますと、５０人未満の産
業医は９４４名でございまして、率にいたしますと１．２％ということですが、５０人以
上の企業では産業医が２３１８名在籍しておりまして、選任率が９５．２％。右側の下に
書いてありますが、そういった選任率でございます。
　次の資料から岡山産業保健総合支援センターのご紹介を申し上げます。【資料 4-15】
　役割といたしましては、産業医の研修、衛生管理者等のスタッフへの専門的研修の実施、
事業者及び労働者からの相談を通して、産業保健活動の積極的な支援と充実したサービス
の提供を行う等々を行っております。右側、その人員構成でございますが、所長は岡山県
医師会長、松山会長が当たっております。副所長には岡山労働局からの出向者が就任して
おります。運営主幹といたしましては、現在、私、内田が主幹として執務しております。
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 そのほか産業保健相談員といたしましては、専門分野ごとに医師、保健師、労働安全衛
生コンサルタント等、１６名を委嘱しておりまして活動をいたしております。下に示して
おりますように、①から④のメンタルヘルス対策、治療と仕事の両立支援、調査研究事業、
地域産業保健事業をこれからご説明申し上げます。
　次の資料がメンタルヘルス対策のストレスチェックと面接指導を行っているところでご
ざいます。【資料 4-16】

　平成２７年から２８年にかけましては、実施者向け研修として１３回、受講者は７０２
名、高ストレス者の面接指導１３回、受講者５６２名でございました。平成２９年から令
和元年では、高ストレス者の面接指導の事例検討、休職者の復職面談の事例検討、手作り
ビデオを作成いたしました。その風景が右に映っております。
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　次は②の治療と仕事の両立支援事業でございます。【資料 4-17】

　令和元年度から両立支援促進員（社会保険労務士）５名で、相談対応１４５件、啓発セ
ミナー・専門的研修２０回、個別訪問支援３９件、個別調整支援３例を行っております。
一方、相談窓口の拡充ということでは、がん診療拠点病院を含む８病院に開設をいたして
おります。両立支援コーディネーター基礎研修の開催も行っております。右にその風景と
パンフレットを記しております。
　次は調査研究事業でございます。【資料 4-18】
　平成１０年から平成３０年度におきましては、粉じんの職場におけますマスク効率と呼
吸機能に関する研究のほか、産業保健に関するさまざまな課題について、平成３０年度ま
で１９課題の調査研究を実施いたしました。この報告書等は岡山産業保健総合支援セン
ターのホームページに掲載しておりますので、またご一読いただければありがたいです。
　令和元年度の調査研究といたしましては、使用後１年以上の電動ファンつき防じんマス
ク（ＰＡＰＲ）の機能に関する研究というものを行いました。防じんマスクに電動ファン
をつけることによって、その効果がさらに高まったということと、その効果あるいは耐用
性について研究の論文を書いております。これもホームページにありますので、ご覧いた
だければ幸いです。
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　次の資料は、岡山産業保健支援センターの地域産業保健事業について示しております。
【資料 4-19】

　岡山県の地図が左側に出ておりますが、地域産業保健センターは県下７センターござい
ます。地域産業保健センター７か所では、産業医の選任義務のない小規模事業場の事業者
等に法令で定められた産業保健サービスを提供いたしております。
　運営協議会では、医師が偏在していること、県北には若い人がいない、若い人が派遣さ
れるシステムが救いですとか、若い人を獲得しないといけないといった意見が出されまし
た。それから、両立支援制度に関しては、かつては病気を治してから仕事に戻るとされて
いたものが、病気と共存して仕事と生活を続けるという考えは大切なことだと思う、といっ
た声もありました。受動喫煙対策に関しましては、たばこと肺がんの関連は明白であるの
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に、岡山県で策定された条例は、医師としては少々手ぬるいと感じると、そういった意見
も出ております。また、県内の登録産業医のための情報ツールとして、「ちさんぽ通信」
というのを発行しております。
　産業医活動における今後の課題を箇条書きにしてみました。【資料 4-20】

　職務の多様化と負担増への対応、産業医の地位と身分保障、適正な報酬の確保、地域に
よる産業医の偏在と需給バランスの調整、産業医の高齢化と継承問題、民間企業の参入に
よる産業医活動への影響と対処、日医を中心とした各都道府県医師会産業医部会の集約と
いうことを課題として挙げてみました。
　最後になりますが、産業医部会活動報告、今回のまとめを文章にさせていただきました。

【資料 4-21】産業医活動は職務の多様化が進み、新しく産業医活動を始めようとする医師
にとって高いハードルとなってまいりました。産業医の高齢化、地域偏在の問題も浮き彫
りになっており、産業医の選任についても医師会による推薦も限度があり、そうした中、
民間企業の参入も都市部を中心に進んでいます。これらの課題を解決するためには、日本
医師会認定産業医を組織化し、日本医師会主導で産業医活動を推進することが必須であり、
本会の開催は歴史的に見ても快挙であると考えております。今後の発展を期待いたします。
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　以上、岡山県医師会から活動報告をさせていただきました。
○相澤委員長（司会）　内田常任理事、どうもありがとうございました。大変活発に産業
保健活動をされている由、また、環境にも恵まれて、大学との連携、その後のメーリング
リストによるフォローアップもされているということで、大変感銘を受けました。どうも
ありがとうございました。


